〔様式１３〕（修了証書記載例）

　
割印

  第　　　　　　号

  　　　　　　　　　修　　了　　証　　書

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　東京　太郎
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　昭和○年1月1日

  　　上の者は本校において職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）の規定
  　による次の職業訓練を修了したことを証する

  　　職業訓練の種類　　　　普通職業訓練
  　　　　　　普通課程
  　　　　　　　　　　機械系　機械加工科
  　　　　　　　　　　　　　（職業能力開発促進法施行規則別表第２によるもの）

  　　　　　　　１４００時間

  　　　　　　　年　　月　　日

  　　　　　　　　　　　　　　職業訓練施設の名称
  　　　　　　　　　　　　　　当該施設の長の氏名　　　　　　　　　　　印

記載上の注意
１　通信の方法により訓練を行った場合にあっては、総訓練時間の欄に当該通信の方法により行った科目の面接指導時間の合計を「面接指導時間　　時間」と記載し、通信の方法以外により行った科目がある場合は、当該科目の訓練時間の合計を「訓練時間　　時間」と併せて記載すること。
　なお、すべての科目を添削指導のみにより行った場合にあっては、総訓練時間の欄に、その旨を記載すること。
２　普通課程、短期課程（管理監督者コースの訓練及び技能士コースの訓練を除く）及び専門課程に関し、それぞれ職業能力開発促進法施行規則別表２、第４又は第６に基づいて訓練を行った場合にあっては、訓練科の名称の欄の（　　）内にその旨を記載すること。
３　管理監督者コースの訓練又は技能士コースの訓練を行った場合にあっては、訓練課程の欄にその旨を記載するとともに、訓練科の名称の欄の（　　）内に職業能力開発促進法施行規則別表３又は第５第１号から第３号までによる旨を記載すること。

〔様式１３〕 （修了証書記載例）              第        号                  修    了    証    書                             氏    名   東京   太郎                           生年月日   昭和 ○ 年 1 月 1 日           上の者は本校において職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）の規定        による次の職業訓練を修了したことを証する           職業訓練の種類      普通 職業訓練         訓練課程                        普通 課程         訓練科 の 名称                            機械 系   機械加工 科                    （職業能力開発促進法施行規則別表第２によるもの）           総訓練時間                         １４００ 時間                  年    月    日                       職業訓練施設の名称                     当該施設の長の氏名             印     記載上の注意   １   通信の方法により訓練を行った場合にあっては、総訓練時間の欄に当該通信の方法に より行った科目の面接指導時間の合計を「 面接指導時間    時間」と記載し、通信の方 法以外により行った科目がある場合は、当該科目の訓練時間の合計を「訓練時間    時 間」と併せて記載すること。     なお、すべての科目を添削指導のみにより 行った場合にあっては、総訓練時間の欄に、 その 旨 を記載 すること。   ２   普通課程、短期課程（管理監督者コースの訓練及び技能士コースの訓練を除く）及び 専門課程に関し、それぞれ職業能力開発促進法施行規則別表２、第 ４ 又は第 ６ に基づい て訓練を行った場合にあっては、訓練科の名称の欄の（    ）内にその 旨 を 記載するこ と。   ３   管理監督者コースの訓練 又は技能士コースの訓練を行った場合にあっては、訓練課程 の 欄にその旨 を記載す るとともに、訓練科の名称の欄の（    ）内に職業能力開発促進 法施行規則別表３又は第５第 １ 号から第 ３ 号までによる 旨 を 記載すること。  
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